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PES Payment for Ecosystem Services 生態系サービスへの支払い 

PMC Project Management Committee プロジェクト管理委員会 

PO Plan of Operations 活動計画 

PSC Project Steering Committee プロジェクト運営委員会 
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中間レビュー調査結果要約表 

１．案件の概要 

国名：マレーシア 案件名：サバ州を拠点とする生物多様性・生態系保全の

ための持続可能な開発プロジェクト 

分野：自然環境保全 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部 協力金額（中間レビュー時点までの実績）：約 1.12 億円 

協力期間： 

(R/D) 2013 年 7 月 1 日～ 

2017 年 6 月 30 日 

先方関係機関：サバ州政府機関（天然資源庁、生物多様

性センター、森林局、公園局等）、サバ大学熱帯生物学保

全研究所（ITBC-UMS） 

他の関連協力： 

- 技術協力プロジェクト「ボルネオ生物多様性・生態系

保全プログラム」（2002 年～2007 年） 

- 技術協力プロジェクト「ボルネオ生物多様性・生態系

保全プログラムフェーズ 2」（2007 年～2012 年） 

１－１ 協力の背景と概要 

マレーシア・サバ州には、東南アジア最高峰のキナバル山やアジアゾウの生息する低地熱

帯林、汽水域のマングローブ林等、世界的に多様な生態系と生物相が見られる。しかし、大

規模伐採やアブラヤシプランテーション開発等により、同州の森林面積は 1970 年代と比較し

て、約 3 分の 2 に減少した。また、土壌汚染や水質汚濁等の環境劣化も顕在化している。こ

の結果、自然資源への依存度が高い伝統的な生活を営む地域住民は、自然環境の劣化に伴い、

生活基盤が脅かされている。 

独立行政法人国際協力機構（JICA）は、サバ州の生物多様性保全に対して統合的に取り組

むために、サバ州政府や国立サバ大学等とともに技術協力プロジェクト「ボルネオ生物多様

性・生態系保全プログラム（BBEC）」を実施した（フェーズ 1、2）。BBEC1 では「サバ州の

生物多様性保全のための包括的かつ持続可能なアプローチの構築」を目標として、研究機関

の体制強化、研究成果の発表、協働保護区管理の概念を取り入れたクロッカー山脈公園管理

計画の策定及び実施、セガマ河下流域野生生物保全区の提案、住民参加型エコツーリズムの

試行、環境教育活動の実践、国際セミナーの開催等を支援した。BBEC2 では「サバ州におけ

る生物多様性保全のための体制強化と、マレーシア国内外への知識・情報発信の拠点化」を

目標として、サバ州生物多様性センターの正式組織化、「サバ州生物多様性戦略（SBS）」の

策定準備、クロッカー山脈公園及び周辺域の国連教育科学文化機関（UNESCO）「人と生物圏

（MAB）計画」への登録申請、セガマ河下流域野生生物保全区の登録、キナバタンガン・セ

ガマ河下流域のラムサール条約への湿地登録及び管理計画の策定、生物多様性保全に係る第

三国研修の実施等を支援した。 

2011 年 8 月、マレーシア政府から、SBS 策定後の実施支援、ラムサール条約登録湿地やユ

ネスコ MAB 登録予定地をはじめとする保護区及びバッファーゾーンの統合管理の促進、第

三国研修を通じた東南アジア諸国連合（ASEAN）地域への生物多様性に係る経験共有を内容

とする後継の技術協力プロジェクトが要請され、2013 年より本プロジェクトが開始された。
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１－㸰 協力ෆᐜ 

� (1) ୖ目標 

サバ州が生物多様性保全と持続可能な開発のアジアにおける知的拠点（Asian Center of 

Excellence）として国内的・国際的に知られる。 

 

� (2) プロジェクト目標 

サバ州生物多様性戦略の実施を通じて持続可能な開発が᥎進される。 

 

� (3) 成果（アウトプット） 

1. ᴗサトにおいて自然共生♫の実⌧に関する能力がྥୖする。 

2. サバ州の経験が生物多様性保全と持続可能な開発のために国内的・国際的に共有され

る。 

 

� (4) ᢞ入（中間レビュー時点） 

� � � 日本ഃ： 

� � � ・日本人ᑓ㛛ᐙ：㛗期ᑓ㛛ᐙ 2 名 

・㐠営ᣦᑟ調査ᅋ 6 ᅇ（ᘏ 11 名） 

� � ・研修ဨཷ入：計 36 名 

� � � ・機ᮦ౪：約 685 ༓円 

・ローカルコスト㈇ᢸ：約 278,617  ルࢻ

� � マレーシアഃ： 

� � � ・カウンターࣃート（C/P）㓄⨨：約 18 名 

� � � ・プロジェクトົ所：天然資源庁（NRO）内のプロジェクトົ所及びᚲ要タ備 

� � � ・ローカルコスト㈇ᢸ：約 2,173  ルࢻ

㸰．୰㛫࣮ࣞࣗࣅㄪᰝᅋの概要 

調査ᅋ  

ᢸᙜ分野 Ặ名 所ᒓ先・⫋ 

⥲括 ⚄内 ᆂ JICA 地球環境部 森林・自然環境保全第୍チーム

ㄢ㛗 

協力画 ᖹ 知Ꮚ JICA 地球環境部 森林・自然環境保全第୍チーム

画ᙺ 

ホ౯分ᯒ 㛗㇂ᕝ さࢃ OPMAC ᰴ式♫ ᴗ部 ୖᖍコンサルタント 

  
 

調査期間：2015 年 6 月 11 日～7 月 1 日 ホ౯✀㢮：中間レビュー 

㸱．ㄪᰝ⤖ᯝの概要 

㸱－１ ᐇ⦼の☜ㄆ 

ᢞ入は、日本ഃ・マレーシアഃ方ともおおむࡡ計画おり行ࢃれている。活動について

は、≉にアウトプット㸯に係る活動に㐜れが生じており、キナバタンガン・セガマ河下流域

湿地（LKSW）管理計画の年ḟ活動計画のస成及び実施の㐜ᘏ、クロッカー山脈生物圏保存
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地域（CRBR）管理計画のస成の㐜ᘏ等、୍部の活動が㐜ᘏしている。 

 

� (1) ྛアウトプットの㐩成≧ἣ 

アウトプット㸯：ᴗサトにおいて自然共生♫の実⌧に関する能力がྥୖする。 

中間レビュー時点での㐩成度：やや低い 

- LKSW の年間活動計画のస成と CRBR 管理計画と年間活動計画のస成が㐜れている。

ࡡロット活動と環境教育活動については、関係機関の体的な実施によりおおむࣃ -

㡰調に実施されている。 

 

アウトプット㸰：サバ州の経験が生物多様性保全と持続可能な開発のために国内的・国

際的に共有される。 

中間レビュー時点での㐩成度：㡰調 

- サバ州の生物多様性・生態系保全に関する経験は、国内及び国際的なሙにおいて積ᴟ

的に情報発信・共有されている。 

- 第三国研修はサバ大学熱帯生物学保全研究所（ITBC-UMS）と NRO のᑟにより㡰調

に実施され、ྛ国参加⪅からの‶㊊度も高い。 

 

� (2) プロジェクト目標の㐩成見㎸ࡳ 

プロジェクト目標：（SBS の実施を通じて）持続可能な開発が᥎進される。 

中間レビュー時点での㐩成見㎸ࡳ：低い 

- ⌧行のプロジェクト目標のᣦ標は、目標自体との関連性及びアウトプットとのᅉ果関

係が᫂░で࠶り、⌧ᣦ標の結果を基にุ᩿すると㐩成見㎸ࡳは低いものの、㐺ษな

ᣦ標にᨵゞすることにより、後のプロジェクト目標㐩成の見㎸ࡳは࠶る。 

 

㸱－㸰 ホ౯⤖ᯝの要⣙ 

� (1) ጇᙜ性： 

- マレーシアの国ᐙ開発計画「第 10 ḟマレーシア計画」（2011 年～2015 年）、サバ州の

開発計画「サバ州開発及び発ᒎのᣦ㔪」「サバ州の戦略的㛗期行動計画」（2016 年～2035

年、策定中）に合⮴している。 

- サバ州政府の開発ࢽーズを‶たしている。 

- 日本の対マレーシア援助政策に合⮴している。 

- ⌧行のプロジェクト・ࢨࢹン・マトリックス（PDM）はᨵၿすࡁ点が࠶る（有ຠ

性参↷）。 

 

� (2) 有ຠ性： 

- ⌧行の PDM におけるプロジェクト目標は定⩏が࠶いまいで࠶り、ᣦ標も目標自体との

関連性及びアウトプットとのᅉ果関係が᫂░で࠶るため、アウトプットを㐩成して

もᚲࡎしもプロジェクト目標の㐩成にはつながらないことから、⌧行 PDM でのプロジ

ェクト目標㐩成の見㎸ࡳは低いものの、㐺ษな目標内容・ᣦ標にᨵゞすることにより、

⤊までにプロジェクト目標の㐩成は期ᚅでࡁる。 
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� (3) ຠ⋡性： 

- 日本ഃ及びマレーシアഃのᢞ入はおおむࡡ計画おりに行ࢃれており、活動は୍部㐜

ᘏしているものも࠶るが、ᢞ入されたྛ要⣲は活動の実施にもれなࡃ活⏝されている。

- ᢞ入の㔞と質において、日本ഃ・マレーシアഃ方にࡑれࡒれ᳨ウ・ᨵၿすࡁ点が

 。ることが☜ㄆされた࠶

 

�  ：クトࣃン (4)

- ⌧行の PDM はᨵゞがᚲ要なことから、後ᨵゞ PDM にἢࡗてୖ目標の㐩成予 を

行࠺ᚲ要が࠶る。ᨵゞ後のアウトプット、プロジェクト目標の㐩成は、ᑗ᮶的にୖ

目標の㐩成に㈉⊩することが見㎸まれる。 

- 正のンࣃクトに関し、ࣃロット活動として行ࡗている生計ྥୖ活動については、

対㇟㒆における㈋ᅔ๐減プログラムのࣔࢹルとして対㇟㒆の他のᮧⴠへのᒎ開、᭦に

は CRBR の他地域へのᒎ開が期ᚅされる。୍方、これまでに㈇のンࣃクトは☜ㄆさ

れておらࡎ、後も㈇のンࣃクトが生じる可能性は低いことが予される。 

 

� (5) 持続性： 

- 政策・制度面：サバ州政府は SBS の㛶㆟ᢎㄆに基࡙ࡁ、後は SBS の実施及びࣔࢽタ

リング・ホ౯体制の構築を積ᴟ的に᥎進するᚲ要が࠶る。 

- 組織面：NRO の生物多様性・生態系保全に係る調ᩚᴗົᢸᙜの人ဨ強化（≉に人ဨቑ）

がᚲ要で࠶る。 

- ㈈ົ面：サバ州政府のྛ関係機関は、外部資金もྵめて SBS の実施にᚲ要な予⟬の☜

保にྥけてᘬࡁ続ࡁດめるᚲ要が࠶る。 

- 技術面：NRO は㐺ษな人ᮦを㏣加㓄⨨のୖ、SBS、LKSW 管理計画、CRBR 管理計画

に係るᢸᙜ調ᩚᴗົの強化をᅗるᚲ要が࠶る。 

 

㸱－㸱 ຠᯝⓎ⌧ಀࡿ㈉⊩࣭㜼ᐖ要ᅉ 

� (1) ㈉⊩要ᅉ 

1) 計画内容に関すること 

- ≉になし 

2) 実施プロセスに関すること 

- ≉になし 

 

� (2) 㜼ᐖ要ᅉ 

1) 計画内容に関すること 

- ⌧行の PDM にはᨵၿすࡁ点がいࡃつか࠶る。 

2) 実施プロセスに関すること 

- SBS の㛶㆟ᢎㄆの㐜ᘏ及び連㑥政府による CRBR のユネスコ MAB 計画における生

物圏保存地域（BR）登録申請の㐜ᘏ 

- LKSW 地域におけるᏳᝏ化 

iv



 
 

- サバ州政府関係機関の生物多様性・生態系保全関連活動の実施に係る調ᩚ機能全 

 

㸱－㸲 ⤖ㄽ 

プロジェクトのࣃロットサトにおける生計ྥୖ活動、環境教育活動、情報発信・知見

共有活動については㡰調な実施が☜ㄆされたものの、SBS の㛶㆟ᢎㄆの㐜ᘏやプロジェクト

サトの୍つにおけるᏳᝏ化等、プロジェクト๓༙期間に予期しない㜼ᐖ㡯がいࡃつか

㉳ࡁたことにより、ࡑれらに関連する活動については㐜れが生じている。加࠼て、⌧行の PDM

にはᨵၿすࡁ点がいࡃつか࠶る。これらの㜼ᐖ㡯は中間レビュー調査時点でゎỴされた

ものも࠶るため、プロジェクトの後༙期間においてはᨵゞ PDM にἢࡗて㡰調に活動が進め

られることが見㎸まれる。 

 

㸱－㸳 ᥦゝ 

(1) PDM のᨵゞ 

(2) NRO の人ဨ及び予⟬に係る組織強化 

(3) SBS 実施に係る共通のࣔࢽタリングフ࢛ーマットのస成をྵむࣔࢽタリング体制の☜

立 

(4) SaBC のプロジェクトでの⨨࡙けのኚ᭦ 

(5) LKSW 管理計画の実施・ࣔࢽタリングに係る支援の᳨ウ 

 

㸱－㸴 ᩍカ 

(1) 㐺ษなプロジェクトマネジ࣓ントを行࠺ために PDM をᰂ㌾にኚ᭦するᚲ要性 

(2) プロジェクトの๓提条件をྫྷしたୖで開始時期Ỵ定のุ᩿を下すᚲ要性 

 

  

v
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Country: Malaysia Project title: Project on Sustainable Development for 

Biodiversity and Ecosystems Conservation in Sabah 

Issue/Sector: Nature Conservation Cooperation scheme: Technical Cooperation 

Department in charge: 

Global Environment Dept. 

Total cost (as of June 2015): Approx. 112 million yen 

Partner Country’s Implementing Organization: Sabah State 

Govt. agencies (NRO, SaBC, SFD, SP, SWD, EPD, DID, etc.), 

Institute for Tropical Biology and Conservation, University of 

Malaysia, Sabah (ITBC-UMS) 

Period of Cooperation: 

(R/D) July 1, 2013 – June 30, 2017 

Related Cooperation: 

- Programme for Bornean Biodiversity and Ecosystems 

Conservation (2002 – 2007) 

- Programme for Bornean Biodiversity and Ecosystems 

Conservation Phase 2 (2007 – 2012) 

���  %DFNJURXQG RI WKH 3URMHFW 

Sabah state, Malaysia is one of the few places on earth still blessed with mega-biodiversity, which 

is not only vital to sustainable socioeconomic development of the state, but also a treasure for all 

humankind. Conservation of its biodiversity and ecosystems is of utmost importance. 

JICA supported the Malaysian federal and Sabah state governments through the “Programme for 

Bornean Biodiversity and Ecosystems Conservation (BBEC) Phase 1 and 2” as technical cooperation 

projects under Japan’s Official Development Assistance (ODA). The Programme Purpose of BBEC 

Phase 1 (February 2002 – January 2007) was “Comprehensive and sustainable approach for 

conservation is established,” while BBEC Phase 2 (October 2007 – September 2012) aimed “A 

system for biodiversity and ecosystem conservation in Sabah is strengthened and Sabah state becomes 

capable of extending knowledge and skills on biodiversity conservation to other states of Malaysia 

and foreign countries.” 

The authorities concerned of the Government of Malaysia have set the implementation of Sabah 

Biodiversity Strategy as a next step to be taken and requested the Government of Japan for the 

“Project on Sustainable Development for Biodiversity and Ecosystems Conservation in Sabah 

(SDBEC).” 

 

���  3URMHFW 2YHUYLHZ 

(1) Overall Goal 

Sabah is known as the Asian Centre of Excellence for biodiversity conservation and sustainable 

development nationally and internationally. 

 

(2) Project Purpose 

Sustainable development is promoted. 
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(3) Outputs: 

Output 1: Capacity is developed in respect to realising a society in harmony with nature in the 

project sites. 

Output 2: The Sabah’s experiences are shared nationally and internationally for biodiversity 

conservation and sustainable development. 

 

(4) Inputs (as of the Mid-term Review) 

Japanese side: 

- JICA Experts: 2 long-term 

- 6 Monitoring Missions: totally 11 persons 

- Trainees received: 36 

- Equipment: Approx. 685 thousand yen 

- Local Cost: Approx. 278,617 US dollar 

Malaysian side: 

- Counterpart: 18 

- Land and facilities: Working space for experts in NRO 

- Local Cost: Approx. 2,173 US dollar 

�� 2XWOLQH RI WKH 0LG�WHUP 5HYLHZ 7HDP 

Review 

Team 

 

Name Job Title Occupation 

Mr. Kei Jinnai Leader Director, Nature Environment Team 1, 

Forestry and Nature Conservation Group, 

Global Environment Department, JICA 

Ms. Tomoko Taira Cooperation 

Planning 

Advisor, Nature Environment Team 1, 

Forestry and Nature Conservation Group, 

Global Environment Department, JICA 

Ms. Sawa Hasegawa Evaluation 

Analysis 

Principal Consultant, Project 

Management Department, OPMAC 

Corporation 

  
 

Period of 

Evaluation 

11 June to 1 July, 2015 Type of Study: Mid-term Review 

�� 6XPPDU\ RI 0LG�WHUP 5HYLHZ 5HVXOWV 

���  3URJUHVV RI WKH 3URMHFW 

Inputs from both the Japanese and Malaysian sides have been provided basically as planned. Some 

of the project activities for Output 1 have been delayed, which are absence of inter-agency 

coordination in terms of implementation of the Lower Kinabatangan and Segama Wetlands (LKSW) 

Management Plan, delay in development of the Croker Range Biosphere Reserve (CRBR) 

ii



 
 

Management Plan, delay in the official approval of Sabah Biodiversity Strategy (SBS) by the State 

Cabinet. The implementation of activities in the area of LKSW has been limited due to the 

unfavorable security situation in that area. 

 

(1) Achievement of Outputs 

1) Output 1 

The achievement level as of the Mid-term Review: relatively low 

- The current achievement level is relatively low due to the delay of activities in the LKSW 

and CRBR Management Plans. 

- Pilot activities and CEPA activities have been smoothly implemented by the initiatives of the 

related agencies. 

2) Output 2 

The achievement level as of the Mid-term Review: reasonable 

- The current achievement level is reasonable due to the active sharing of Sabah’s experiences 

through the project activities at the national and international levels. 

- TCTP has been smoothly implemented by the initiatives of ITBC-UMS and NRO with the 

high satisfaction of participants. 

 

(2) Prospect for achieving Project Purpose 

The achievement level as of the Mid-term Review: low 

- It would be difficult to achieve the Project Purpose within the remaining 2 years of project 

period if assessed based on the present indicators. The present Project Purpose should be 

revised in order to make clear and its achievement should be verified based on the 

achievement of more appropriate indicators as well as resulted from produced Outputs. 

 

���  6XPPDU\ RI (YDOXDWLRQ 5HVXOWV 

(1) Relevance 

- The project is consistent with the Malaysian national development plan “10th Malaysia Plan” 

as well as the Sabah state’s development plan “Direction of Sabah State Development and 

Advancement” and “Sabah’s Strategic Long Term Action Plan.” 

- The project meets the development needs of Sabah state government. 

- The project is consistent with Japan’s ODA policy. 

- There are some points to be improved in the present PDM. 

 

� (2) Effectiveness 

- The project should be assessed based on the more appropriate indicators of revised PDM. 

Project Purpose itself should be clarified and the lack of causal relationship between 

indicators of Project Purpose and Outputs should be revised. 
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(3) Efficiency 

- Both the Japanese and Malaysian sides have basically provided their inputs as planned. 

- Efficiency was affected by some challenges: Unclear division of duties between NRO and 

SaBC for inter-agency coordination and insufficient number of NRO personnel. 

 

� (4) Impact 

1) The livelihood improvement activities in the pilot site are on the right track for obtaining 

socio-economic benefits in harmony with conservation and could be a model for the poverty 

alleviation programme in Tuaran District, which is expected to create synergy effect with the 

project. The model is expected to be expanded to other villages in the CRBR area. 

2) No reports of any negative impact of the project. 

 

� (5) Sustainability 

- Concerning the policy and institutional aspects, the state government needs to strengthen the 

PDCA cycle of SBS upon the endorsement of the strategy. 

- Concerning the organizational aspect, NRO’s coordination personnel needs to be 

strengthened. 

- Concerning the financial aspect, C/P agencies continuously need to seek for internal and 

external funding (CSR, PES, and international funding agencies, etc.). 

- Concerning the technical aspect, NRO needs to acquire more skills for the inter-agency 

coordination to implement SBS, LKSW Management Plan and CRBR Management Plan 

especially with adding the capable personnel. 

 

���  )DFWRUV WKDW SURPRWHG�LQKLELWHG UHDOL]DWLRQ RI HIIHFWV 

(1) Promoting factors 

1) Factors concerning Planning 

- None 

2) Factors concerning Implementation Process 

- None 

 

(2) Inhibiting factors 

1) Factors concerning Planning 

- The present PDM has some points to be improved 

2) Factors concerning Implementation Process 

- Prolonged approval process of SBS by the Cabinet 

-  Prolonged nomination process of MAB for CRBR from the federal government to 

UNESCO 

- Unfavorable security situation in the LKSW area 

-  Weak coordination mechanism due to unclear division of duties between NRO and SaBC 
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���  &RQFOXVLRQ 

Some of the project activities such as alternative livelihood activities at the pilot sites, CEPA 

activities and knowledge sharing activities have been favourably implemented so far. On the other 

hand, there have been several factors of the less implementation since the project has experienced 

unexpected challenging circumstances during the implementation, such as the delay in approval of 

SBS and the unfavourable security situation in one of the project sites. In addition, the present PDM 

has some points to be modified and readjusted. Those involved with the project are expected to 

proceed with the revised one in the remaining period. 

 

���  5HFRPPHQGDWLRQV 

(1) Modification of PDM 

(2) Strengthening of NRO in terms of personnel and budget 

(3) Development of a common monitoring format for the SBS implementation to be used by the 

concerned agencies 

(4) Change of Secretariat of Project Management Committee 

(5) Support for the LKSW Management Plan by the project in the remaining period 

 

���  /HVVRQV /HDUQHG 

(1) Importance of flexibly revising PDM during the project implementation in case any 

inconsistency is recognized. 

(2) Importance of deciding timing of the opening for project with examining the prerequisite for 

the smooth implementation of the project 

 

 

v
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第㸯❶� 中間レビュー調査の概要�

 

１－１ ㄪᰝᅋὴ㐵の⤒⦋ 

マレーシア・サバ州には、東南アジア最高峰のキナバル山やアジアゾウの生息する低地熱

帯林、汽水域のマングローブ林等、世界的に多様な生態系と生物相が見られる。しかし、大

規模伐採やアブラヤシプランテーション開発等により、同州の森林面積は 1970 年代と比較し

て、約 3 分の 2 に減少した。また、土壌汚染や水質汚濁等の環境劣化も顕在化している。こ

の結果、自然資源への依存度が高い伝統的な生活を営む地域住民は、自然環境の劣化に伴い、

生活基盤が脅かされている。 

独立行政法人国際協力機構（Japan International Cooperation Agency：JICA）は、サバ州の生

物多様性保全に対して統合的に取り組むために、サバ州政府や国立サバ大学等とともに、技

術協力プロジェクト「ボルネオ生物多様性・生態系保全プログラム（Bornean Biodiversity and 

Ecosystems Conservation：BBEC）」を実施した（フェーズ 1：2002 年 2 月～2007 年 1 月、フ

ェーズ 2：2007 年 10 月～2012 年 9 月）。 

BBEC フェーズ 1 では、「サバ州の生物多様性保全のための包括的かつ持続可能なアプロー

チの構築」を目標として、研究機関の体制強化、研究成果の発表、協働保護区管理の概念を

取り入れたクロッカー山脈公園管理計画の策定及び実施、セガマ河下流域野生生物保全区の

提案、住民参加型エコツーリズムの試行、環境教育活動の実践、国際セミナーの開催等を支

援した。 

BBEC フェーズ 2 では、「サバ州における生物多様性保全のための体制強化と、マレーシア

国内外への知識・情報発信の拠点化」を目標として、サバ州生物多様性センター（Sabah 

Biodiversity Centre：SaBC）の正式組織化、サバ州生物多様性戦略（Sabah Biodiversity Strategy：

SBS）の策定準備、クロッカー山脈公園及び周辺域の国連教育科学文化機関（United Nations 

Educational, Scientific and Cultural Organization：UNESCO）「人と生物圏（Man and Biosphere 

Programme：MAB）計画」における生物圏保存地域（Biosphere Reserve：BR）への登録申請、

セガマ河下流域野生生物保全区の登録、キナバタンガン・セガマ河下流域湿地（Lower 

Kinabatangan and Segama Wetland：LKSW）のラムサール条約湿地への登録及び管理計画の策

定、生物多様性保全に係る第三国研修の実施等を支援した。 

୍連の協力の結果、サバ州における生物多様性保全政策は流化されつつ࠶る。たࡔ、こ

れまではに保護区内での保全活動に取り組ࢇでࡁたが、保全活動の持続性のためには保護

区外に住む住民の౽┈を☜保することも㔜要で࠶るとのㄆ識が୧国関係⪅で共有された。こ

れを㋃ま2011、࠼ 年 8 月、マレーシア政府から、SBS 策定後の実施支援、ラムサール条約登

録湿地やユネスコ MAB 計画における BR 登録予定地をはじめとする保護区及びバッファー

ゾーンの統合管理の促進、第三国研修を通じた東南アジア諸国連合（Association of Southeast 

Asian Nations：ASEAN）地域への生物多様性に係る経験共有を内容とする後継の技術協力プ

ロジェクト「サバ州を拠点とする生物多様性・生態系保全のための持続可能な開発プロジェ

クト」が要請され、2013 年 3 月にはࣃプランᑓ㛛ᐙをὴ㐵し、同年 6 月 14 日にウ㆟㆟

録（Record of Discussions：R/D）署名のୖ、10 月 1 日より正式に開始した。 

の後、SBSࡑ の㛶㆟ᢎㄆ（2014 年 12 月）が大ᖜに㐜れたこと、SBS の調ᩚ機関として SaBC
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が༑分に機能していないこと、また、2013 年ᮎ௨㝆、プロジェクトサトの୍つで࠶る LKSW

が⨨するサバ州東部のᏳがᝏ化し、⌧地でのプロジェクト活動の制約が継続しているこ

と等を㋃ま࠼、プロジェクト実施体制、活動計画の☜ㄆがᚲ要とุ᩿し、中間レビュー調査

を実施することとした。 

 

１－㸰 ㄪᰝᅋὴ㐵の┠ⓗ 

ୖ㏙の経⦋を㋃ま࠼、௨下を目的として中間レビュー調査を実施した。 

 

(1) プロジェクトの計画表ࠝ プロジェクト・ࢨࢹン・マトリックス（Project Design Matrix：

PDM）ࠞ 及び活動計画（Plan of Operation：PO）に基࡙ࡁ、プロジェクトのᢞ入及び活動

実績や成果（アウトプット）、プロジェクト目標の㐩成≧ἣを☜ㄆする。 

(2) プロジェクトの実施プロセスを᳨ドし、㈉⊩要ᅉや㜼ᐖ要ᅉ、リスク要ᅉ等をᢳฟする。 

(3) ホ౯ 5 㡯目（ጇᙜ性、有ຠ性、ຠ⋡性、ンࣃクト、持続性）のほ点からホ౯を行࠺。 

(4) ୖグの分ᯒ結果に基࡙ࡁ、後のㄢ㢟や方ྥ性について᳨ウし、プロジェクト後༙期に

おける提ゝを取りまとめる。 

 

１－㸱 ㄪᰝᅋのᵓᡂ 

ᢸᙜ分野 Ặ名 所ᒓ先・⫋ 

⥲括 ⚄内 ᆂ JICA 地球環境部 森林・自然環境グループ 自然環境第୍チ

ーム ㄢ㛗 

協力画 ᖹ 知Ꮚ JICA 地球環境部 森林・自然環境グループ 自然環境第୍チ

ーム 画ᙺ 

ホ౯分ᯒ 㛗㇂ᕝ さࢃ OPMACᰴ式♫ ᴗ部 ୖᖍコンサルタント 

 

１－㸲 ㄪᰝ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ 

⌧地調査は 2015 年 6 月 11 日から 7 月 1 日までの期間で実施された。調査日⛬の概要は、

௨下のとおりで࠶る（6 月 11 日～18 日はホ౯分ᯒᅋဨのࡳによる調査）。 

日 内容 

6 月 11 日 ᮌ ホ౯分ᯒᅋဨ本㑥発、コタキナバル╔ 

12 日 金 ᑓ㛛ᐙンタビュー、㎰ᴗ局ンタビュー 

13 日 土 ࣃロットサトどᐹ 

14 日 日 中間レビューレ࣏ート案స成 

15 日 月 天然資源庁（NRO）ンタビュー、サバ州生物多様性センターンタビ

ュー 

16 日 ⅆ 公園局ンタビュー、野生生物局ンタビュー 

17 日 水 サバ大学熱帯生物学・保全研究所（ITBC-UMS）ンタビュー、℺₅水

局ンタビュー 

18 日 ᮌ 森林局ンタビュー、Tuaran 㒆ົ所ンタビュー 

19 日 金 ほග局ンタビュー、環境保護局ンタビュー 
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日 内容 

ᐁᅋဨ本㑥発、コタキナバル╔ 

20 日 土 ࣃロットサトどᐹ 

21 日 日 ᅋ内㆟（PDM ᨵゞ案᳨ウ、中間レビューレ࣏ート案᳨ウ） 

22 日 月 NRO 㛗ᐁ表ᩗ、NRO との協㆟ 

23 日 ⅆ 公園局ンタビュー、㎰ᴗ局局㛗表ᩗ 

24 日 水 ITBC-UMS ンタビュー、NRO との協㆟ 

25 日 ᮌ プロジェクト管理ጤဨ協㆟ฟᖍ、サバ大学学㛗表ᩗ 

26 日 金 サバ州生物多様性センターンタビュー、中間レビューレ࣏ート案修正 

27 日 土 「生物多様性保全のためのࣃームἜ⏘ᴗによるグリーン経῭の᥎進プロ

ジェクト」どᐹ 

28 日 日 ᅋ内㆟（協㆟資ᩱ案᳨ウ、中間レビューレ࣏ート案最⤊化） 

29 日 月 中間レビューレ࣏ート修正・最⤊化 

30 日 ⅆ サバ州ᐁᡣ㛗ᐁ表ᩗ、プロジェクト㐠営ጤဨ協㆟ฟᖍ、ミࢽッツ署名 

7 月 1 日 水 コタキナバル発、本㑥╔ 

 

１－㸳 ࣮ࣞࣗࣅᡭἲ࣭㡯┠ 

㸯㸫㸳㸫㸯� レビューᡭ法 

本中間レビュー調査は、「JICA ᴗホ౯ガࢻラン第 2 ∧」（2014 年 5 月）に基࡙ࡁ、

プロジェクト・サクル・マネジ࣓ントの୍環として実施された。調査ᅋは⌧行 PDM

（Version 3）をホ౯のᯟ組ࡳとして㐺⏝し、JICA ᑓ㛛ᐙ及びマレーシアഃ関係⪅に対して

質ၥ⚊・ンタビューを通して情報㞟を行ࡗた。 

本レビュー調査では、ホ౯分ᯒのための定㔞・定性的ࢹータを௨下の方法で㞟した。 

 ᪤存資ᩱレビュー（プロジェクト報࿌᭩・ྛ✀資ᩱ等） 

 質ၥ⚊（JICA ᑓ㛛ᐙ、サバ州政府機関関係⪅、サバ大学関係⪅） 

 キーンフ࢛ーマント・ンタビュー（JICA ᑓ㛛ᐙ、サバ州政府機関関係⪅、サバ

大学関係⪅、ࣃロット活動対㇟地域の関係⪅） 

 

㸯㸫㸳㸫㸰� レビュー㡯目 

(1) プロジェクトの実績 

プロジェクトの実績は、PDM に࠶るᢞ入、活動、成果（アウトプット）、プロジェク

ト目標のྛ㡯目について、タ定ᣦ標等を基にࡑれらの㐩成≧ἣ（または㐩成見㎸ࡳ）を

☜ㄆした。 

 

(2) 実施プロセス 

プロジェクトの実施プロセスは、技術⛣㌿の方法、関係⪅間のコミュࢣࢽーション、

か࠺プロジェクトが㐺ษに㐠営されたか、ࡁまなほ点に基࡙ࡊタリング等、さまࢽࣔ

につ᳨ࡁドされた。さらに、実施プロセスの᳨ドにより、プロジェクトのຠ果発⌧に係

る㈉⊩・㜼ᐖ要ᅉをᢳฟした。 
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(3) ホ౯ 5 㡯目に基࡙ࡃホ౯ 

プロジェクトの実績及び実施プロセスに係る᳨ド結果に基࡙ࡁ、ホ౯ 5 㡯目のほ点か

らプロジェクトを᳨ドした。ホ౯ 5 㡯目のྛ㡯目の定⩏は௨下のとおりで࠶る。 

 

ホ౯ 5 㡯目 JICA ᴗホ౯ガࢻランによる定⩏ 

ጇᙜ性 プロジェクトの目ᣦしているຠ果（プロジェクト目標やୖ目標）がཷ

┈⪅のࢽーズに合⮴しているか、ၥ㢟やㄢ㢟のゎỴ策として㐺ษか、対

㇟地域と日本ഃの政策とのᩚ合性は࠶るか、プロジェクトの戦略・アプ

ローチはጇᙜか、公的資金で࠶る ODA で実施するᚲ要が࠶るかなと

いࡗた「援助プロジェクトの正ᙜ性・ᚲ要性」をၥ࠺ど点。 

有ຠ性 プロジェクトの実施により、本ᙜにཷ┈⪅もしࡃは♫への౽┈がもた

らされているのか（࠶るいはもたらされるのか）をၥ࠺ど点。 

ຠ⋡性 にプロジェクトのコスト及びຠ果の関係に╔目し、資源が有ຠに活⏝

されているか（࠶るいはされるか）をၥ࠺ど点。 

クト プロジェクトの実施によりもたらされる、より㛗期的、間᥋的ຠ果やἼࣃン

及ຠ果を見るど点。この際、予期しなかࡗた正・㈇のຠ果・ᙳ㡪もྵむ。

持続性 協力が⤊しても、プロジェクトで発ゝしたຠ果が持続しているか（࠶

るいは持続の見㎸ࡳは࠶るか）をၥ࠺ど点。 

ฟ所：「プロジェクトホ౯のᡭᘬࡁ（JICA ᴗホ౯ガࢻラン）」2010 年 6 月 
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第㸰❶� プロジェクトの概要�

 

PDM に基࡙ࡃ、プロジェクトのୖ目標、プロジェクト目標、成果（アウトプット）及び

活動は௨下のとおりで࠶る。レビューに࠶たࡗては、2014 年 10 月にᨵゞされた PDM（Version 

3）が⏝された。 

 

ୖ目標（協力⤊後 3～5 年後を目ฎとした目標） 

࠙目標ࠚ� サバ州が生物多様性保全と持続可能な開発のアジアにおける知的拠点（Asia 

Center of Excellence）として国内的・国際的に知られる。 

࠙ᣦ標ࠚ� 1. 5 年௨内に、少なࡃとも 20 名の研究⪅が生物多様性保全と持続可能な開発の

研究のためにサバ州をゼၥする。 

2. 5 年௨内に、少なࡃとも 5 つの࣓ࢹアが生物多様性保全と持続可能な開発

の報㐨のためにサバ州をゼၥする。 

3. 5 年௨内に、生物多様性保全と持続可能な開発に関するサバ州の経験・取り

組ࡳに係るㄽ文が、少なࡃとも 5 ⦅国際ᑓ㛛ㄅにᥖ㍕される。 

4. マレーシア政府がస成するឡ知目標の㐩成に関する報࿌᭩にサバ州の㈉⊩

が目に見࠼る形でグ㍕される。 

プロジェクト目標（プロジェクト⤊時の目標） 

࠙目標ࠚ� サバ州生物多様性戦略の実施を通じて持続可能な開発が᥎進される。 

࠙ᣦ標ࠚ� 1. SBS にグ㍕されている Advising and Monitoring Panel が機能しはじめる。 

2. SBS にグ㍕されている計画目標が㐩成される。 

3. SBS 実施の進ᤖがサバ生物多様性ホ㆟やࡑの他の㔜要なពᛮỴ定機関で定

期的に共有され協㆟される。 

 

アウトプット及び活動 

本プロジェクトでは 2 つのアウトプットの㐩成によりプロジェクト目標の㐩成をᅗる。

また、ࡑれらアウトプットの㐩成にᚲ要な活動を行࠺。 

 

アウトプット㸯：ᴗサトにおいて自然共生♫の実⌧に関する能力がྥୖする。 

࠙活動ࠚ 

1-1) LKSW のための年間活動計画（APO）のస成と、クロッカー山脈生物圏保存地

域（CRBR）の管理計画と APO の策定支援とࡑれらの実施ࣔࢽタリングを支援

する。 

1-2) LKSW において JICA が支援するすてのグリーン技術・自然保全関連ᴗ1の

間の協㆟をカウンターࣃート（C/P）機関とࡑの他のᐖ関係⪅を継続的に関

                                                 

1 対㇟ᴗは、1) 地球規模ㄢ㢟対ᛂ国際科学技術協力プログラム「生物多様性保全のためのࣃームἜ⏘ᴗによるグリー

ン経῭の᥎進プロジェクト」（州ᕤᴗ大学、マレーシア・プトラ大学、サバ大学による実施）、2) JICA ートナーシッࣃ

ププログラム「サバ州における生物多様性保全のための地域体型地域おこしプロジェクト」（㓗㎰学園大学による実施）、

3) JICA ᒸ┴ඵዪᕷによる実⚟）「オマスⅣ化技術研修ᴗ山式ᖹ❔Ⅳ化法によるバ」ートナーシッププログラムࣃ

施） 
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さࡏながら促進し、㆟を㆟進行し、知見共有を定期的に行࠺。 

1-3) 管理計画実施の資源調㐩のために他のプログラムやࢻナー機関と連ᦠし、ラム

サールネット࣡ークや SATOYAMA ブ、生物多様性条約⥾約国シアテࢽ

㆟（CBD-COP）、国際研究ネット࣡ークなの国際ᯟ組ࡳと調ᩚする。 

1-4) 生計ྥୖ᥎進と㈋ᅔ対策のために、連㑥政府、州政府、地方自体、国際ᯟ組

 。࠺ースを関係機関が動ဨする支援を行ࢯの技術的・資金的リࡳ

1-5) 地方自体や㠀政府組織（NGO）、関係機関との協働により、㎰ᴗᨵၿや持続的

土地⏝、エコツーリズム、マーࢣテングへの民間ᴗ参加なを通じ、コ

ミュࢽテ࣋・ースの保全のための生計ྥୖࣃロットᴗを実施する。 

、ースの保全の㐣⛬をグ録し࣋・テࢽロットを通じた生計ྥୖとコミュࣃ (1-6

マࢽュアルやガࢻランをస成し、情報発信する。 

1-7) 大規模開発ᴗが᪤存の規制を㑂Ᏺするよ࠺、関連機関を支援する。 

1-8) 生計ྥୖと保全に関して、地ඖコミュࢽテや地方自体、NGO、関係機関に

対する能力ྥୖ活動を実施する。 

1-9) C/P 機関なが実施する環境教育活動を支援し、環境教育政策（SEEP）の実施

のࣔࢽタリングを支援する。 

1-10) 保全と環境にやさしい経῭活動のための規制や法ᇳ行に係る河ᕝ行政のᯟ組ࡳ

ᨵၿのための提ゝを行࠺。 

࠙ᣦ標ࠚ 

1-1) LKSW の年ḟ活動計画と CRBR の管理計画及び年ḟ活動計画がస成され、実

施・ࣔࢽタリングされる。 

1-2) LKSWにおけるすての JICA支援ᴗの間の定期協㆟で㔜要ㄢ㢟がၿฎされる。 

ともࡃ少なࡕ࠺トの地ඖཷ┈⪅のロットサࣃ (1-3 80%が能力ྥୖ活動に‶㊊す

る。 

1-4) 少なࡃとも 2 つの代᭰生計活動がࣃロットサトで≉定され、地ඖཷ┈⪅に

よࡗて実施される。 

1-5) 保全に関する環境教育のཷ┈⪅のព識レ࣋ルがྥୖする。 

 

アウトプット㸰：サバ州の経験が生物多様性保全と持続可能な開発のために国内的・国

際的に共有される。 

࠙活動ࠚ 

2-1) サバ州の経験を資ᩱや文⊩に取りまとめ、サバ州の経験を強ᅛにし、ᚲ要にᛂ

じて㏣加研究を実施する。 

2-2) 生物多様性のための持続的資金調㐩࣓カࢽズムの可能性に関する研究ࠝ生態系

サービスへの支ᡶい（PES）や生物多様性を⪃៖した計システム、持続可能な

開発のためのンセンテブや⛯制の合理化、開発㏵ୖ国における森林減少・

劣化等に⏤᮶するฟの๐減等（REDD+）、ᴗの♫的㈐௵（CSR）、野生生

物局基金の強化なࠞを実施する。 

2-3) 第三国研修のタ計、実施、ࣔࢽタリング、ホ౯の実施と、開発される研修ࣔジ

ュールや標準的ࣔࢽタリングᯟ組ࡳを連㑥及びサバ州の関係機関と共有する。 
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2-4) 第三国研修修⪅を支援する。 

2-5) サバ州の経験を共有するために、関係連㑥政府機関ࠝ天然資源環境┬（NRE）、

環境研究所、森林研究所（FRIM）、生物多様性研究所なࠞとの連ᦠによる国

内・国際㆟・シン࣏ジウム・セミナー・研修コース・ࡑの他の知見共有活動

への参加とᣍ⮴を行࠺。 

2-6) サバ州生物多様性戦略（SBS）の国ᐙ生物多様性戦略への統合を支援する。 

2-7) 関係機関による積ᴟ的なᗈ報と࣓ࢹア戦略を支援する。 

࠙ᣦ標ࠚ 

2-1) サバ州の経験に関する少なࡃとも 5 つの資ᩱがస成される。 

2-2) 少なࡃとも 4 ᅇの国内セミナー・࣡ークショップ・㆟が実施される。 

2-3) C/P 機関が少なࡃとも 2 つの国際セミナー、࣡ークショップ、㆟に参加する。 

2-4) 少なࡃとも 50 名の参加⪅が、プロジェクトが支援する第三国研修に参加して知

見共有活動を行࠺。 

2-5) 少なࡃとも 90%の参加⪅が第三国研修に‶㊊する。 

2-6) 生物多様性に関する国内的・国際的ネット࣡ークがサバ州との間に構築される。 

2-7) 2014 年までにస成される予定のマレーシア国ᐙ生物多様性戦略に SBS のアࢹ

アが取り㎸まれる。 
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第㸱❶� プロジェクトの実績�

 

本プロジェクトの開始から中間レビュー調査時点までの実績は、௨下のとおりで࠶る。 

 

㸱－１ ᢞධᐇ⦼ 

日本ഃ、マレーシアഃからのᢞ入は、おおむࡡ計画おり行ࢃれている。୧⪅の⌧時点ま

でのᢞ入実績の概要を௨下に♧す（ྛ㡯目のヲ⣽は、ᒓ資ᩱに࠶るⱥ文の中間レビューレ

 。（↷ートのῧ資ᩱを参࣏

 

㸱㸫㸯㸫㸯� 日本ഃᢞ入 

㡯目 実績 

㐠営ᣦᑟ調査ᅋ ௨下のᢸᙜ分野のᅋဨをྵむ㐠営ᣦᑟ調査ᅋ 6 ᅇ（ᘏ 11 名）

-� CRBR 管理 

-� 㔛山技術 

-� コミュࢽテ開発 

-� 持続可能なリーࢲーシップ 

ᑓ㛛ᐙὴ㐵 ௨下のᢸᙜ分野の㛗期ᑓ㛛ᐙ 2 名 

-� チーフアࢻバࢨー 

-� ᴗົ調ᩚ 

研修ဨཷ入 計 36 名（2013 年度 16 名、2014 年度 18 名、2015 年度 2 名、2015

年 4 月時点） 

機ᮦ౪ 計約 685 ༓円（コンࣆュータ、GPS、土壌分ᯒ⨨） 

ローカルコスト㈇ᢸ 計約 278,617 ル（2015ࢻ 年 4 月時点） 

 

㸱㸫㸯㸫㸰� マレーシアഃᢞ入 

㡯目 実績 

C/P 㓄⨨ ௨下の C/P 

- プロジェクトࢲレクター（サバ州ᐁᡣ㛗ᐁ）1 名 

- プロジェクトࢲレクター（サバ大学学㛗）1 名 

-� プロジェクトマネージࣕー（NRO 㛗ᐁ）1 名 

- C/P 人ဨ（サバ州政府機関関係⪅）約 15 名 

施タ提౪ NRO 内に࠶るプロジェクトົ所及びᚲ要タ備 

ローカルコスト㈇ᢸ 計約 2,173 ル（C/Pࢻ の人件㈝を㝖2015、ࡃ 年 6 月時点） 

 

㸱－㸰 άືᐇ⦼ 

PDM 及び PO におけるプロジェクト活動のࡕ࠺、≉にアウトプット㸯に係る活動に㐜れが

生じており、サバ州政府関係機関間の連ᦠ・調ᩚ㊊により LKSW の管理計画の年ḟ活動計

画のస成及び実施が㐜ᘏし、CRBR の管理計画のస成も予定より㐜ᘏしている。また、SBS
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の㛶㆟ᢎㄆが㐜れたことにより SBS の実施体制の構築も⌧在進行中の≧態で࠶り、LKSW 地

域のᏳᝏ化により同地域での活動実施が制㝈されている。 

 

㸱－㸱 ᡂᯝ㸦ࢺࢵࣉࢺ࢘㸧の㐩ᡂ≧ἣ 

中間レビュー時点でプロジェクトのྛアウトプットがの⛬度㐩成されているかについて、

にྛアウトプットにタ定されたᣦ標の結果からࡑの㐩成≧ἣをุ᩿する。 

ྛアウトプットにおけるᣦ標と⌧時点での結果を௨下に♧す。 

 

アウトプット㸯：ᴗサトにおいて自然共生♫の実⌧に関する能力がྥୖする。 

ᣦ標 ⌧時点での結果 

1-1 LKSW の年ḟ活動計画

と CRBR の管理計画及

び年ḟ活動計画がస成

され、実施・ࣔࢽタリ

ングされる。 

- LKSW の管理計画（LKSW 地域のコアエリア、バッファー

ゾーンをྵむ全体の管理計画）の年ḟ活動計画はస成され

ておらࡎ、実施及びࣔࢽタリングには⮳ࡗていない。୍ 方、

コアエリアにおける年ḟ活動計画は、同地域を所管する森

林局によࡗてẖ年స成され、活動が実施・ࣔࢽタリングさ

れている。 
- CRBR の管理計画（CRBR 地域のコアエリア、バッファー

ゾーン、トランジションエリアをྵむ全体の管理計画）は

⌧在策定中で࠶り、年ḟ活動計画のస成、実施及びࣔࢽタ

リングには⮳ࡗていない。 
1-2 LKSW におけるすて

の JICA 支援ᴗの間

の定期協㆟で㔜要ㄢ㢟

がၿฎされる。 

- 本プロジェクトと LKSW 地域で実施されている JICA 支援

ᴗのࡕ࠺「生物多様性保全のためのࣃームἜ⏘ᴗによる

グリーン経῭の᥎進プロジェクト」「サバ州における生物

多様性保全のための地域体型地域おこしプロジェクト」

との間で情報共有がなされ、ྛ ᴗの実施によࡗて相ຠ

果を生ࡳฟすことが目ᣦされている。しかしながら、これ

らの支援ᴗは LKSW 地域をྵむサバ州東部のᏳᝏ化

により活動の制㝈や活動拠点の⛣動をవなࡃされてい

る。 
トの地ロットサࣃ 1-3

ඖཷ┈⪅のࡕ࠺少なࡃ

とも 80%が能力ྥୖ活

動に‶㊊する。 

- CRBR 地域に⨨している 8 つの㒆のࡕ࠺の୍つで࠶る

Tuaran 㒆に࠶る Tudan ᮧが、ࣃロットサトの୍つとし

て㑅定された。 
- Tudan ᮧに住むࡰすての住民（約 300 人）がプロジェ

クトによる能力ྥୖ活動に参加しており、これらの活動に

は参加型㎰ᮧ調査、参加型によるᮧの 3D ルస成、㣴ࢹࣔ

⻏技術研修、マル࣋リー調理研修等がྵまれる。Tudan ᮧ

のコミュࢽテ・リーࢲー及びサバ州政府関係機関への

ンタビュー結果によると、Tudan ᮧの住民はこれらの活動

に㠀ᖖに‶㊊しているとのことで࠶る（㔞的なࢹータは

㞟されていない）。 
1-4 少なࡃとも 2 つの代᭰

生計活動がࣃロット

サトで≉定され、地

ඖཷ┈⪅によࡗて実施

される。 

- Tudan ᮧでのࣃロット活動の୍環で、㣴⻏とマル࣋リー

᱂ᇵが代᭰生計ᡭẁとしてᑟ入された。これらは有機㎰法

により᱂ᇵされているため、生計ྥୖࡔけでなࡃ周辺環境

への㓄៖も行ࢃれている。住民はࣁチミツ、マル࣋リーの

実やࡑれによࡗてసࡗたジࣕムや࣡ンといࡗた〇ရを
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ᣦ標 ⌧時点での結果 

సࡗており、後地ඖのᕷሙに㈍することを計画してい

る。 
- ␒目のࣃロットサトとして CRBR 地域に࠶る

Tambunan 㒆の Sintuong Tuong ᮧと Kiporing ᮧが㑅定され、

後 Tudan ᮧとはูの代᭰生計活動が実施される予定。 
1-5 保全に関する環境教育

のཷ┈⪅のព識レ࣋ル

がྥୖする。 

- LKSW、CRBR の୧地域においてさまࡊまな環境教育活動

が実施されており、地域住民の環境ព識ྥୖのが報࿌さ

れているが、ព識レ࣋ルに関しての㔞的ࢹータは㞟され

ていない。2015 年 8 月にὴ㐵される▷期ᑓ㛛ᐙがព識レ࣋

ルに関するࢹータの㞟方法についてᣦᑟすることにな

 。ているࡗ
- LKSW 地域では、森林局ച下の熱帯㞵林ࢹスカバリーセ

ンター（Rainforest Discovery Center）のᑟにより環境教

育活動が実施されており、地ඖ住民におけるព識ኚ㠉に関

するዲが報࿌されている。 
- CRBR 地域では、公園局及び他の機関により河ᕝ環境教育

プログラム（River Environmental Education Programe：
REEP）が実施されており、地ඖ住民におけるព識ྥୖに

関するዲが報࿌されている。ࡤ࠼、Tudan ᮧでの

REEP の実施により、㎰⏘物への化学⫧ᩱの⏝を見┤す

機を提౪している。 
 

ୖグのᣦ標結果からุ᩿すると、中間レビュー時点におけるアウトプット㸯の㐩成≧ἣは

やや低い。ᣦ標 1-1 に関し、LKSW の年ḟ活動計画はస成されておらࡎ、CRBR の管理計画

も⌧在స成中で࠶り、୧管理計画の実施・ࣔࢽタリングには⮳ࡗていない。加࠼て、ᣦ標 1-2

に関しても、LKSW 地域における JICA 支援ᴗがᏳᝏ化により活動の制㝈をవなࡃさ

れており、後の活動実施が㏱᫂な≧ἣで࠶る。 

୍方、ᣦ標 1-3、1-4 に関し、ࣃロットサトでの代᭰生計活動は㡰調に実施されており、

㏆いᑗ᮶、プロジェクトによりᑟ入された代᭰生計ᡭẁによࡗて、Tudan ᮧの住民に入

ฟのຠ果がฟることが期ᚅされる。さらに、ᣦ標 1-5 に関し、環境教育活動も LKSW 地域で

は熱帯㞵林ࢹスカバリーセンターのᑟ、CRBR 地域では公園局のᑟにより㡰調に実施

されており、୧地域の住民の環境に対するព識がྥୖしているがいࡃつか報࿌されている。 
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アウトプット㸰：サバ州の経験が生物多様性保全と持続可能な開発のために国内的・国際的

に共有される。 

ᣦ標 ⌧時点での結果 

2-1 サバ州の経験に関する

少なࡃとも 5 つの資ᩱ

がస成される。 

- これまでに௨下の資ᩱがサバ州の経験に基࡙ࡁస成され

た2。 
1) Practices and Lessons on Collaborative Resources 

Management in Sabah, Malaysia – Case Study of Ulu 
Senagang – Mongool Baru Village 

2) Integrated Management of Protected Area and Surrounding 
Areas – Case Study from Sabah, Malaysia 

3) Ten Years Sabah-JICA Technical Cooperation in Sabah, 
Malaysia 

4) Local Community Participation in Ecotourism and 
Management of Wildlife Sanctuary in Sabah 

5) Sabah Bio-cultural Community Protocol 
6) Sabah’s experience and practice for sustainable development 

and conservation, Sabah Case Study, Tagal and JICA-SDBEC
2-2 少なࡃとも 4 ᅇの国内

セミナー・࣡ークショ

ップ・㆟が実施され

る。 

- 2014 年にコタキナバルにおいて「湿地保全・管理に関す

る国際シン࣏ジウム（International Symposium on 
Conservation and Management of Wetlands）」がサバ湿地保全

協（Sabah Wetlands Conservation Society）との共同開催

で実施された。 
2-3 C/P 機関が少なࡃとも

2 つの国際セミナー・

࣡ークショップ・㆟

に参加する。 

- C/P 機関の関係⪅が௨下の国際㆟に参加した。 
1) 2013 年 11 月に日本で開催されたアジア公園㆟（Asia 

Park Congress） 
2) 2014 年 11 月にオーストラリアで開催された世界公園

㆟（World Park Congress） 
3) 2014 年 10 月に㡑国で開催された SATOYAMA シࢽ

アテブのための国際ࣃートナーシップ㆟

（International Partnership for the Satoyama Initiative：
IPSI） 

2-4 少なࡃとも 50 名の参

加⪅が、プロジェクト

が支援する第三国研修

に参加して知見共有活

動を行࠺。 

- ⌧在までに 32 名（2013 年 13 名、2014 年 19 名）のアジア・

アフリカ諸国からの研修ဨが第三国研修に参加し、研修

中、参加⪅同ኈで自国の経験や知見について共有した。 

2-5 少なࡃとも 90㸣の参加

⪅が第三国研修に‶㊊

する。 

- 第三国研修の参加⪅に対して行ࢃれたアンࢣート結果に

よると、92～95㸣の参加⪅が研修について‶㊊したとᅇ⟅

した。 
2-6 生物多様性に関する国

内的・国際的ネット࣡

ークがサバ州との間に

構築される。 

- 天然資源庁は、IPSI のマレーシアの最ึの࣓ンバーとなࡗ

た。 
- 国内におけるネット࣡ーク構築のため、マレーシアの༙ᓥ

部及びサラ࣡ク州におけるラムサール登録サトへのど

ᐹを行い、どᐹ結果を連㑥政府（天然資源・環境┬）と共

                                                 

2 1)～5)は第୍ᅇアジア国立公園㆟、6)は IPSI での発表資ᩱ。 
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ᣦ標 ⌧時点での結果 

有した。さらに、マレーシアにおけるラムサールネット࣡

ークの構築について、2014 年の「湿地保全・管理に関する

国際シン࣏ジウム」（コタキナバル）のሙで協㆟された。

しかしながら、┬の人ဨ㊊により┬ᑟによる動ࡁは⌧

在のとこࡳࢁられていない。 
- 森林局が日本とのラムサールネット࣡ークの構築にྥけ

て動いている。 
2-7 2014 年までにస成され

る予定のマレーシア生

物多様性国ᐙ戦略に

SBS のアࢹアが取り

㎸まれる。 

- 生物多様性国ᐙ戦略は⌧時点においてまࡔᨵゞ中で࠶る

が、同戦略のస成チームに対し、天然資源庁が࣡ークショ

ップ等を通して SBS の情報提౪を行ࡗた。 

 

ୖグのᣦ標結果からุ᩿すると、アウトプット㸰に係るྛᣦ標の㐩成レ࣋ルは㡰調で࠶り、

中間レビュー時点におけるアウトプット㸰の㐩成≧ἣは㡰調で、⤊までの㐩成が見㎸まれ

る。ᣦ標 2-1、2-3 は中間レビュー時点で᪤に㐩成しており、サバ州の経験に関する資ᩱస成

ᩘや国際セミナー・࣡ークショップ・㆟への参加ᩘは、ࡑれࡒれ目標್を㐩成している。

ᣦ標 2-4、2-5 に関し、第三国研修は ITBC-UMS と NRO のᑟにより㡰調に実施されており、

参加⪅からの‶㊊度も高い。ᣦ標 2-6 に関し、生物多様性に関する国内的・国際的ネット࣡

ークを構築する試ࡳがなされており、ᣦ標 2-7 に関しても国ᐙ生物多様性戦略のస成プロセ

スにプロジェクトから㐺ᐅンプットがなされている。 

 

㸱－㸲 ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ┠ᶆの㐩ᡂぢ㎸ࡳ 

プロジェクト目標の㐩成見㎸ࡳについても、アウトプットの㐩成≧ἣと同様、にプロジ

ェクト目標にタ定されたᣦ標の結果からࡑの㐩成見㎸ࡳをุ᩿する。 

プロジェクト目標におけるᣦ標と⌧時点での結果を௨下に♧す。 

 

プロジェクト目標：（SBS の実施を通じて）持続可能な開発が᥎進される。 

ᣦ標 ⌧時点での結果 

1. SBS にグ㍕されている

Advising and Monitoring 
Panel が機能しはじめ

る。 

- SBS の㛶㆟ᢎㄆが㐜れたことにより、Advising and 
Monitoring Panel はまࡔタ立されていない。 

- 2015 年 8 月に SBS の正式ᢎㄆのセレࣔࢽーの開催が予定

されており、࣡ ーキンググループの合も後定期的に開

かれる予定。 
2. SBS にグ㍕されている

計画目標が㐩成され

る。 

- 「SBS にグ㍕されている計画目標」について、の目標が

プロジェクトによりの⛬度㐩成されるࡁかが本プロ

ジェクトのヲ⣽計画策定時及びࡑの後の PSC においてタ

定されていなかࡗたため、中間レビュー調査において計画

目標の㐩成レ࣋ルを 定することはでࡁなかࡗた。 
3. SBS 実施の進ᤖがサバ

生物多様性ホ㆟やࡑ

の他の㔜要なពᛮỴ定

- SBS の㛶㆟ᢎㄆ後、サバ生物多様性ホ㆟の合が開催さ

れ、ホ㆟࣓ンバーは SBS の実施体制構築について協㆟

している。 
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ᣦ標 ⌧時点での結果 

機関で定期的に共有さ

れ協㆟される。 
 

ୖグのᣦ標結果からุ᩿すると、プロジェクト目標に係るྛᣦ標の㐩成レ࣋ルはいࡎれも

低ࡃ、中間レビュー時点におけるプロジェクト目標の㐩成レ࣋ルは低い。これは、SBS の㛶

㆟ᢎㄆがᙜึの予定より大ᖜに㐜れたことが大ࡁなཎᅉとい࠼る。SBS は 2012 年から 2022

年を対㇟期間とした 10 年戦略で࠶り、プロジェクトによࡗて SBS の実施を支援するために

は開始๓に㛶㆟ᢎㄆされていることがプロジェクトの୍つの๓提条件となࡗているはࡎで࠶

るが、実際にはプロジェクトが開始してから 1 年 2 カ月後の 2014 年 12 月にᢎㄆされ、中間

レビュー時点では SBS の実施体制の構築についての本᱁的な協㆟が始まࡗたとこࢁで࠶る。

よࡗて、ୖグのとおりᣦ標結果を基にุ᩿すると、プロジェクト期間のṧり 2 年間でプロジ

ェクト目標を㐩成することはᅔ㞴で࠶ることが見㎸まれる。 

しかしながら、⌧行のᣦ標結果を基にุ᩿すると、⤊までのプロジェクト目標の㐩成は

ᅔ㞴で࠶るが、⌧行のᣦ標はプロジェクト目標の㐩成をุ᩿するためのᣦ標としてはᚲࡎし

も㐺ษではないとい࠼る。まࡎ、プロジェクト目標自体が「持続可能な開発が᥎進される」

と内容が࠶いまいで࠶るのに対し、⌧行の 3 つのᣦ標はれも SBS の実施やࣔࢽタリングに

関しての内容に㝈定されており、同目標を るᣦ標として㐺ᙜではない。さらに、アウトプ

ット㸯、㸰は SBS についての┤᥋的なゝ及がな3、ࡃ つのᣦ標内容はアウトプット㸯、㸰と

┤᥋関連していないため、たと࠼アウトプット㸯、㸰を㐩成したとしてもこれらのᣦ標㐩成

には結びつかない。本᮶、プロジェクト目標はアウトプット㸯、㸰の㐩成を通じて㐩成する

もので࠶るが、⌧行のᣦ標ではプロジェクト目標とアウトプット間のᅉ果関係が᫂☜になࡗ

ていない。よࡗて、⌧行のᣦ標はᨵゞするᚲ要が࠶り、プロジェクト目標自体もより᫂☜な

内容に修正することがᮃましい。 

本プロジェクトでは๓༙の 2 年間において、SBS にグ㍕されている活動計画の実施に関し、

ḟ期マレーシア計画下での SBS 活動の予⟬申請やḢ州連合（European Union：EU）の REDD+

による㓟化Ⅳ⣲オフセットにྥけた活動の実施、国連開発計画（United Nations Development 

Programme：UNDP）の地球環境ファシリテ（Global Environmental Facility：GEF）プロジェ

クトの実施等の進ᤖが☜ㄆされており、これらの進ᤖも㋃ま࠼た㐺ษなᣦ標をタ定してࡑれ

らを基にุ᩿すれࡤ、⤊までにプロジェクト目標を㐩成することも見㎸まれる。したがࡗ

て、⌧行 PDM のプロジェクト目標及びࡑのᣦ標はより㐺ษな内容に見┤すᚲ要が࠶る。 

 

㸱－㸳 ᐇࡿࡅ࠾ࢫࢭࣟࣉ≉グ㡯 

㸱㸫㸳㸫㸯� プロジェクトの実施体制 

本プロジェクトの実施機関は多ᒱにࢃたり、要機関はサバ州政府機関及び ITBC-UMS

で࠶るが、サバ州政府機関には NRO、SaBC、公園局、森林局、野生生物局、℺₅水局、

環境保護局、㎰ᴗ局、ほග局、土地 㔞局、水⏘局等のྛ機関がྵまれる。 

プロジェクトの実施体制は、プロジェクト㐠営ጤဨ（Project Steering Committee：PSC）

及びプロジェクト管理ጤဨ（Project Management Committee：PMC）により構成されてい

る。PSC では、㆟㛗をプロジェクトࢲレクターで࠶るサバ州ᐁᡣ㛗ᐁ、㆟㛗をプロ
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ジェクトࢲレクターで࠶るサバ大学学㛗、᭩グをプロジェクトマネージࣕーで࠶る

NRO 㛗ᐁがົめ、࣓ ンバーはୖグのサバ州政府ྛ機関の局㛗クラスにより構成されている。

PMC では、㆟㛗をプロジェクトマネージࣕーで࠶る NRO 㛗ᐁ、ົ局を SaBC がົめ、

࣓ンバーはୖグのサバ州政府ྛ機関の実ົ⪅レ࣋ル、ITBC-UMS、ࣃロットサトの㒆

ົ所により構成されている。これまでに PSC ㆟は 2 ᅇ（年に 1 ᅇ）、PMC ㆟は 7 ᅇ

（3 カ月ࡈと）、計画おり開催され、プロジェクトに係る進ᤖ≧ἣやㄢ㢟等がጤဨ࣓ン

バーの間で㐺ᐅ共有され、ヰし合ࢃれている。 

プロジェクトのな活動のࡕ࠺、ୖグの実施機関の中での機関が要ᢸᙜ機関として

関しているかについて、௨下にᩚ理する。 

 

な活動 要ᢸᙜ機関 

SBS の実施に係る国際・国内の関係機関の

調ᩚ 
NRO 
ὀ：ᙜึは NRO に加࠼て SaBC も SBS の

全体統括ᙺにྵまれていたが、2014 年 12
月の SBS の㛶㆟ᢎㄆの際に、同ᙺは NRO
のࡳがᢸᙜすることにኚ᭦された。 

LKSW 管理計画及び CRBR 管理計画の実施

に係る関係機関の調ᩚ 
NRO 
ὀ：ᙜึは SaBC が LKSW 管理計画の全体

統括ᙺでࡗ࠶たが、2015 年 5 月に開催され

た生物多様性ホ㆟の合の際に、同ᙺ

は NRO がᢸᙜすることにኚ᭦された。 
LKSW 地域のコアゾーンにおける活動の

実施・管理（環境教育活動をྵむ） 
森林局 

LKSW 地域のバッファーゾーンにおける

活動の実施・管理、関係機関の調ᩚ 
NRO 

CRBR 地域のコアゾーンにおける活動の実

施・管理（環境教育活動をྵむ） 
公園局 

CRBR 地域のバッファーゾーン、トランジ

ションゾーンにおける活動の実施・管理、

関係機関の調ᩚ 

NRO 

 ロット活動 ㎰ᴗ局ࣃ
情報発信・知見共有活動 ITBC-UMS 

 

㸱㸫㸳㸫㸰� ຠ果の発⌧を㜼ᐖした要ᅉ 

本プロジェクトの๓༙期間、活動を㜼ᐖする㡯がいࡃつか発生し、これらの㜼ᐖ㡯

はプロジェクト活動の㐜ᘏ・制㝈やアウトプット㸯のやや低い㐩成≧ἣのཎᅉとなࡗた。

ࡤ࠼、アウトプット㐩成における外部条件 4 つのࡕ࠺、「SBS が関係ᙜ局にᢎㄆされる」

「CRBR の MAB 最⤊申請᭩がユネスコにᢎㄆされる」「㐺ษな C/P が政府によࡗて௵さ

れ、合やᴗ活動に定期的にὴ㐵される」の 3 つが実際にプロジェクト活動の進ᤖにマ

た。さらに、プロジェクト目標㐩成における外部条件「JICA࠼ナスのᙳ㡪を が支援す

る関連ᴗが計画通りに実施される」も実際にᙳ㡪している。これらの外部条件のᙳ㡪を

ྵむプロジェクトの㜼ᐖ要ᅉを௨下にᣲࡆる。 
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(1) SBS の㛶㆟ᢎㄆの㐜ᘏ及び連㑥政府による CRBR のユネスコ MAB 登録申請の㐜ᘏ 

ୖ㏙のとおり、SBS の㛶㆟ᢎㄆはᙜึの計画より㐜れ、SBS は 2012 年から実施される

計画でࡗ࠶たが、実際にᢎㄆされたのは 2014 年 12 月でࡗ࠶た。SBS にグ㍕されている

活動計画は㛶㆟ᢎㄆの๓に୍部実施されているものも࠶るが、㛶㆟ᢎㄆ時に、SBS の実

施体制のኚ᭦がなされていた。CRBR 地域のユネスコ MAB 登録についても、申請・ᑂ査

ᡭ続ࡁにおける連㑥政府による㏉⟅に㐜れが生じたため、正式に登録されたのが 2014 年

6 月となり、ࡑのᙳ㡪もࡗ࠶て CRBR の管理計画の策定సᴗが㐜ᘏすることとなࡗた。 

 

(2) LKSW 地域におけるᏳᝏ化 

プロジェクトの開始๓後、LKSW 地域をྵむサバ州東部におけるᏳがᛴ⃭にᝏ化し、

同地域で実施されている JICA の支援ᴗは活動拠点の⛣動をవなࡃされ、本プロジェ

クトのᑓ㛛ᐙ及びローカルスタッフは⌧在、同地域へのΏ⯟が制㝈されている。 

 

(3) サバ州政府関係機関の生物多様性・生態系保全関連活動の実施に係る調ᩚ機能全 

ୖグ（㸱㸫㸳㸫㸯）のプロジェクトのな活動と要ᢸᙜ機関の表で♧されているよ

に、プロジェクト開始ᙜึ、SaBC࠺ が SBS の全体統括や LKSW の管理計画の調ᩚ機能

を果たすことが定されていた。しかしながら、サバ生物多様性条 2000 ୖの SaBC の

所ᤸに関係機関の調ᩚᴗົはྵまれておらࡎ、実質的には NRO が関係機関の調ᩚᴗົを

行ࡗていた。したがࡗて、プロジェクトの R/D や SBS、LKSW 管理計画等にグ㍕されて

いるྛࠎの実施体制と実際の実施≧ἣには㱈㱒が生じており、㈐௵の所在が᭕な≧態

になࡗていた。加࠼て、NRO ではこれらの調ᩚᴗົを実質 1 名の⫋ဨがᢸᙜしており、

⤯対的な人ဨ㊊により LKSW 管理計画の年間活動計画のస成がる等、プロジェクト

のྛ✀活動が㐜ᘏするཎᅉとなࡗていた。 

ୖグの表のとおり、2014 年 12 月の SBS 㛶㆟ᢎㄆ時に SBS の実施に係る関係機関の調

ᩚᙺは NRO がᢸᙜすること、また 2015 年 5 月に開催された生物多様性ホ㆟の合に

おいて LKSW 管理計画の実施に係る関係機関の調ᩚᴗົも NRO がᢸᙜすることが正式

Ỵ定したため、後は NRO ᑟの下、ྛ ✀調ᩚᴗົが㡰調にᅗられていࡃことが期ᚅさ

れる。たࡔし、⌧在の NRO のᢸᙜ人ဨᩘではこれらすてのᴗົをこなすことはᅔ㞴で

り、後の活動の円な実施のためには、NRO࠶ のᢸᙜ人ဨᩘを強化することが可Ḟ

で࠶る。 

 

௨ୖのよ࠺に、本プロジェクトではプロジェクト期間๓༙に予期しない㜼ᐖ㡯をいࡃ

つか経験したが、ୖ㏙のとおり、LKSW 地域におけるᏳᝏ化௨外の㜼ᐖ㡯は中間レビ

ュー調査の๓に୍定のゎỴがなされたため、ṧりの後༙期間においてはプロジェクトの実

施環境はᨵၿすることが見㎸まれる。 
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第㸲❶� ホ౯㸳㡯目によるホ౯結果�

 

㸲－１ ጇᙜᛶ 

本プロジェクトのጇᙜ性は、௨下の理⏤から「やや高い」とい࠼る。 

 

(1) マレーシアの国ᐙ開発計画・生物多様性関連政策とのᩚ合性 

本プロジェクトは、マレーシアの国ᐙ開発計画、サバ州の開発計画及び生物多様性・生

態系保全に関連した政策に合⮴している。 

マレーシアの⌧在の国ᐙ開発計画で࠶る「第 10 ḟマレーシア計画（10th Malaysia Plan）」

（2011 年～2015 年）において、10 の要㡯の୍つに「環境資源（Environmental Endowments）

の౯್化」が⨨࡙けられ、同計画では国ᐙを高所ᚓ経῭へ㌿するための「5 つの᥎進

力（Drivers）」が≉定されており、ࡑの୍つが「生活の質をྥୖする環境࡙ࡃり」となࡗて

いる。またこの᥎進力の下、「7 つの㢟（Focuses）」がᥖࡆられており、ࡑの୍つが「⌧

存する資源の㈼᫂な管理と保全を通じて⌧代のマレーシア人がᑗ᮶のマレーシア人に対し

て㈐௵を果たすことを保㞀する」で࠶り、ࡑの活動のための予⟬ᥐ⨨がとられている。 

さらに、サバ州の開発計画で࠶る「サバ州開発及び発ᒎのᣦ㔪（Direction of Sabah State 

Development and Advancement）」では、6 つのアジェンࢲ・ᰕが♧され、ࡑの 1 つで࠶る「経

῭アジェンࢲ」において「ゾーࢽング」の概念がᑟ入されており、経῭開発を㐩成しなが

らも、全な生態系を支࠼る自然資源保全のために≉定の地域を保存することが♧されて

いる。このᣦ㔪に๎ࡗて SBS や「サバ州環境教育政策（Sabah Environmental Education Policy）」

等をྵむྛ✀の生物多様性・生態系保全に関する政策やプログラムがᡴࡕฟされている。

また、⌧在స成中の「サバ州の戦略的㛗期行動計画（Sabah’s Strategic Long Term Action Plan）」

（2016 年～2035 年）の最⤊ࢻラフトにおいて、サバ州の開発を経῭、♫、環境面から᥎

進すること及び SBS が同計画の実施ツールの୍つとして⨨࡙けられていることが᫂グさ

れている。 

 

(2) サバ州政府のࢽーズとのᩚ合性 

ୖグの計画・政策の下、サバ州政府は生物多様性・生態系保全と⏝に関する包括的政

策として SBS の策定をᅗり、BBEC フェーズ 2 においてࡑの策定を支援した。しかしなが

ら、州政府は SBS を㐺ษに実施・ࣔࢽタリングするための能力強化をᚲ要としており、本

プロジェクトは州政府関係機関の調ᩚ実施能力強化を通して SBS の実施に㈉⊩することを

目ᣦしている。よࡗて、本プロジェクトはサバ州政府のࢽーズを‶たしている。 

 

(3) 日本の対マレーシア援助政策とのᩚ合性 

本プロジェクトは、日本の対マレーシア援助政策にも合⮴している。 

「対マレーシア国ู援助方㔪」（2012 年 4 月策定）及び「対マレーシアᴗᒎ開計画」（2014

年 4 月策定）において、援助の基本方㔪として「協力ࣃートナーとしての関係構築」「東ア

ジアの地域協力の᥎進」がᥖࡆられており、㔜点分野の୍つとして「先進国入りにྥけた

ᆒ⾮のとれた発ᒎの支援」がᣲࡆられている。マレーシアが 2020 年を目標に先進国入りを
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目ᣦしていることを㋃ま࠼、行政能力ྥୖ、⏘ᴗ人ᮦ育成をྵむ高等教育、ンフラスト

ラクチࣕーᩚ備、エネルࢠー等、᭦なる経῭成㛗に資する支援、及び環境保全、♫的ᙅ

⪅支援等、♫のᏳ定に資する支援をᐁ民連ᦠのほ点も⪃៖しつつ実施し、これらにより

相┈のቑ進を通じて、マレーシアの発ᒎが地域のࣔࢹルとなるよ࠺な協力を行࠺こと

が᫂グされている。本プロジェクトはこの方㔪にἢࡗている。 

 

(4) プロジェクトのࢨࢹンのጇᙜ性 

第㸱❶「㸱㸫㸲� プロジェクト目標の㐩成見㎸ࡳ」でも㏙たよ࠺に、本プロジェクト

の PDM は見┤しがᚲ要で࠶る（ḟ㡯の有ຠ性においてヲ㏙）。 

 

㸲－㸰 ᭷ຠᛶ 

本プロジェクトの有ຠ性は、௨下の理⏤から「低い」と見㎸まれる。 

第㸱❶「㸱㸫㸲� プロジェクト目標の㐩成見㎸ࡳ」で㏙たよ࠺に、中間レビュー時点に

おけるプロジェクト目標の㐩成レ࣋ルは低ࡃ、⌧行のᣦ標結果を基にุ᩿すると、⤊まで

にプロジェクト目標を㐩成することはᅔ㞴で࠶ることが予され、有ຠ性は低いと見㎸まれ

る。しかしながら、⌧行の 3 つのタ定ᣦ標はプロジェクト目標の㐩成をุ᩿するためのᣦ標

としてᚲࡎしも㐺ษでなࡃ、プロジェクト目標自体が「持続可能な開発が᥎進される」と内

容が࠶いまいで࠶るのに対し、3 つのᣦ標はれも SBS の実施やࣔࢽタリングに関しての内

容に㝈定されており、同目標を るᣦ標として㐺ᙜではない。さらに、アウトプット㸯、㸰

は SBS についての┤᥋的なゝ及がな3、ࡃ つのᣦ標の内容はアウトプット㸯、㸰に┤᥋関連

していないため、たと࠼アウトプット㸯、㸰を㐩成したとしてもプロジェクト目標のᣦ標㐩

成には結びつかない。本᮶、プロジェクト目標はアウトプットの㐩成を通じて㐩成するもの

で࠶るが、⌧行のᣦ標ではプロジェクト目標とアウトプット間のᅉ果関係が᫂☜になࡗてい

ない。よࡗて、⌧行のᣦ標はᨵゞするᚲ要が࠶り、プロジェクト目標自体もより᫂☜な内容

に修正することがᮃましい。 

本プロジェクトでは๓༙期間に☜実な活動の進ᤖがࡳられており、これらの進ᤖも㋃ま࠼

た㐺ษなᣦ標をタ定のୖุ᩿すれࡤ、⤊までにプロジェクト目標が㐩成されることも見㎸

まれる。したがࡗて、⌧行 PDM のプロジェクト目標及びࡑのᣦ標はより㐺ษな内容に見┤

すᚲ要が࠶る。プロジェクトの有ຠ性も、後ᨵゞされた PDM を基にุ᩿することがᚲ要

で࠶る。 

 

㸲－㸱 ຠ⋡ᛶ 

本プロジェクトのຠ⋡性は、௨下の理⏤から「中⛬度」とい࠼る。 

第㸱❶「㸱㸫㸯� ᢞ入実績」で㏙たよ࠺に、本プロジェクトでは日本ഃ・マレーシアഃ

方からおおむࡡ計画おりにᢞ入がなされ、「㸱㸫㸰� 活動実績」で㏙たよ࠺に、活動は

୍部㐜ᘏしているものもྵまれるが、本中間レビュー調査におけるᑓ㛛ᐙ及びマレーシアഃ

C/P への質ၥ⚊及びンタビュー結果によると、ᢞ入されたྛ要⣲は活動の実施に༑分活⏝

されていることが☜ㄆされた。しかしながら同時に、ᢞ入の㔞と質において、日本ഃ・マレ

ーシアഃにࡑれࡒれ᳨ウ・ᨵၿすࡁ点が࠶ることもᣦされた。 

ᢞ入の質に関しては、㛗期ᑓ㛛ᐙのᢸᙜ分野において、マレーシアഃからは、BBEC フェ
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ーズ 1 と 2 同様、環境教育や生計ྥୖ等の≉定の技術分野のᑓ㛛ᐙὴ㐵をᮃむኌがᣲࡆられ

た。本プロジェクトはもともと JICA のᑠ規模案件としてᑓ㛛ᐙのὴ㐵は最ᑠ㝈にᢚ࠼るよ

ࡔ。に㝈定されていたࡳーとᴗົ調ᩚのࢨバࢻ計画されたため、㛗期ᑓ㛛ᐙはチーフア࠺

が、マレーシアഃからの要ᮃへの対ᛂとして、プロジェクト後༙から᪂しࡃ㉱௵するᴗົ調

ᩚのᑓ㛛ᐙが環境教育もව௵することになࡗた。 

ᢞ入の㔞に関しては、第㸱❶「㸱㸫㸳� 実施プロセスにおける≉グ㡯」でも㏙たよ࠺

に、プロジェクトの๓༙期間において、SaBC がプロジェクト活動の LKSW 管理計画の調ᩚ

ᴗົ等に関ࢃらなかࡗたことから、活動の実施に支㞀がฟていた。後はこれらの調ᩚᴗົ

を NRO がᢸᙜすることとなࡗているが、ᢸᙜ⪅が実質 1 人で࠶るため、NRO におけるプロ

ジェクトᢸᙜ⪅の人ဨቑがႚ⥭のㄢ㢟となࡗている。 

 

㸲－㸲 ࢺࢡࣃࣥ 

本プロジェクトのンࣃクトは、௨下の理⏤から「中⛬度」と見㎸まれる。 

本プロジェクトのୖ目標で࠶る「サバ州が生物多様性保全と持続可能な開発のアジアに

おける知的拠点（Asian Centre of Excellence）として国内的・国際的に知られる」の㐩成見㎸

り、中間レビュー時点で࠶ータは⌧時点で㞟するのがᅔ㞴でࢹに関し、ୖ目標のᣦ標ࡳ

予 をするのは㞴しい。ࡔが、PDM ᨵゞ後のアウトプット及びプロジェクト目標の㐩成が、

ᑗ᮶的なୖ目標の㐩成に㈉⊩することは大いに見㎸まれる。 

本プロジェクトでは期間中または⤊後にいࡃつかの正のンࣃクトが発⌧することが期

ᚅされるが、ࡑの୍つは、CRBR 地域においてࣃロット活動の成果が他のᮧにもᗈがるこ

とで࠶る。ࣃロットサトの Tudan ᮧが࠶る Tuaran 㒆の㒆ົ所㛗は、ࣃロット活動と

して行ࢃれている生計ྥୖ活動の成果を㒆の㈋ᅔ๐減プログラムのࣔࢹルとして活⏝するこ

とを目ᣦしている。同㒆では㛗年、同プログラムを実施してࡁたが、これまで成ຌが

とࢇなかࡗたため、Tudan ᮧで期ᚅされる成果を他のᮧにもᒎ開していࡃことを期ᚅして

いる。 

୍方、環境や♫㓄៖面な、本プロジェクトによる㈇のᙳ㡪についてはこれまで報࿌さ

れておらࡎ、後もプロジェクトによるマナスのンࣃクトが生じることは⪃࠼にࡃい。 

 

㸲－㸳 ᣢ⥆ᛶ 

本プロジェクトの持続性は、௨下の理⏤から「中⛬度」と見㎸まれる。 

 

(1) 政策・制度面 

SBS は正式に㛶㆟ᢎㄆされたため、サバ州政府は後、州における生物多様性・生態系

保全の᥎進を SBS に基࡙いて実施していࡃことがồめられており、㏆いࡕ࠺に SBS の実施

体制が構築されることが見㎸まれる。 

 

(2) 組織・体制面 

ᙜึ、SBS の調ᩚ機能をᢸ࠺要機関として SaBC が SBS のົ局になࡗていたが、2014

年 12 月の㛶㆟ᢎㄆの際、同ᢸᙜは NRO がᢸ࠺ことにኚ᭦された。しかしながら、NRO で

実際にこれらのᴗົをᢸ࠺人ဨは㠀ᖖに㝈られている。また、NRO は SBS の調ᩚᴗົに加
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LKSW、࠼ 管理計画及び CRBR 管理計画の実施においても全体調ᩚ及びバッファーゾーン

での要調ᩚ機関としてのᙺをᢸࡗている。⌧在の NRO がこれらのᴗົを果たす組織能

力は༑分でなࡃ、≉に人ဨのᩘにおいて強化をᅗることがᚲ要で࠶る。LKSW 管理計画及

び CRBR 管理計画のコアゾーンにおける活動は、ࡑれࡒれをᢸᙜする森林局及び公園局の

㔞によりᘬࡁ続ࡁ実施される。 

 

(3) ㈈ົ面 

SBS の㛶㆟ᢎㄆは㐜れたものの、SBS に計画されている活動実施のための予⟬請ồはサ

バ州政府ྛ機関により行ࢃれており、ḟ期「第 11 ḟマレーシア計画」の下、連㑥政府及び

州政府への予⟬申請᭩が実際に提ฟされている。関係機関はᘬࡁ続ࡁ SBS の活動実施のた

めの資金⋓ᚓにྥけ、CSR や PES、国際機関からも資金をᚓるよ࠺ດ力することがᚲ要で

る。また、ྛ機関の通ᖖ予⟬を࠶ SBS の実施にඃ先的に࠺ᕤኵもᮃまれる。 

 

(4) 技術面 

NRO は SBS、LKSW 管理計画、CRBR 管理計画の実施に係るྛ✀調ᩚᴗົをᢸ࠺ため、

これらの果たすࡁᴗົをᢸ࠼る有能な人ᮦをቑဨすることによࡗて、᭦なる組織能力強

化を行࠺ことがᚲ要で࠶る。他の関係機関は、後構築されるࣔࢽタリング体制の下、こ

れらの戦略・計画の活動を㐺ษに実施・ࣔࢽタリング・報࿌する㈐ົを果たすことがᚲ要

で࠶る。 
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第㸳❶� 結ㄽ及び提ゝ�

 

㸳－１ ⤖ㄽ 

本中間レビュー調査におけるୖ㏙の᳨ドの結果、プロジェクトの๓༙期間に生じた㜼ᐖ

㡯により、活動の୍部が計画通りに進ࢇでいないことが☜ㄆされた。プロジェクトのࣃロ

ット活動、環境教育活動及び情報発信・知見共有活動については㡰調な実施が☜ㄆされたも

のの、SBS の㛶㆟ᢎㄆの㐜ᘏやプロジェクトサトの୍つにおけるᏳᝏ化等、๓༙期間に

予期しない㜼ᐖ㡯が発生したことにより、ࡑれらに関連する活動については㐜れが生じて

いる。加࠼て、⌧行の PDM にはᨵၿすࡁ点が࠶り、㐺ษな PDM にἢࡗてプロジェクト目

標の㐩成度やຠ果を᳨ドするᚲ要が࠶る。㜼ᐖ㡯は中間レビュー調査時点でゎỴされたも

のも࠶るため、プロジェクトの後༙期間においてはᨵゞ PDM にἢࡗて㡰調に活動が進めら

れることが見㎸まれる。 

 

㸳－㸰 ᥦゝ 

ୖグの調査結果に基࡙ࡁ、調査ᅋは௨下のとおり提ゝを行ࡗた。 

 

(1) PDM のᨵゞ 

ୖ㏙のとおり、⌧行の PDM（Version 3）はᨵၿすࡁ点がいࡃつか࠶る。調査ᅋはアウ

トプット㸯、アウトプット㸰、プロジェクト目標及びࡑれらのᣦ標、ྛアウトプットの活

動について、プロジェクト目標とアウトプット間のᅉ果関係を᫂☜にし、ࡑれࡒれの㐩成

を㐺ษに るᣦ標をタ定し、プロジェクト開始後の≧ἣのኚ化に合ࡏࢃて活動を見┤すこ

とにより、PDM をᨵゞすることを提案する。ᨵゞ PDM 案（Version 4）は、中間レビュー

レ࣏ートのῧ資ᩱに提♧されている。 

PDM ᨵゞのな࣏ントは、௨下のとおりで࠶る。 

 

㡯目 なᨵゞ内容 

ୖ目標 ኚ᭦なし 
プロジェクト目標 内容がᗈ⩏でࡗ࠶たため、先行案件の BBEC フェーズ 2 のୖ目標

（2017 年の㐩成を予定）とᩚ合する表グとした。ᣦ標については、

アウトプットとのᅉ果関係を♧すᣦ標にኚ᭦し、SBS の実施支援に

係る┤᥋的なᣦ標として、プロジェクト活動を通じた SBS 実施への

㈉⊩、及び SBS の実施が㐺ษにࣔࢽタリング・報࿌されることにつ

いてのᣦ標をタ定した。 
アウトプット㸯 プロジェクト目標と同様、内容が᭕でࡗ࠶たため、より᫂☜なも

のにኚ᭦した。LKSW 地域における活動については環境教育活動の

᥎進に㔜点を⨨ࡃこととし、SBS のࣔࢽタリング体制の☜立に関す

るᣦ標を㏣加した。 
アウトプット㸰 表⌧ࡪりの修正のࡳ。 
活動 SBS のᨵゞとࣔࢽタリング体制の☜立支援に係る活動を㏣加。ࡑの

他、プロジェクト開始後の≧ἣのኚ化や⌧≧を㋃ま࠼、活動㡯目・

内容のᩚ理及び表⌧ࡪりの修正を行ࡗた。 
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(2) NRO の人ဨ及び予⟬に係る組織強化 

SBS、LKSW 管理計画、CRBR 管理計画の㈐௵機関として、NRO はこれら戦略・計画の

実施に係るྛ✀調ᩚᴗົをᢸ࠺㔜要なᙺを果たすことが期ᚅされている。⌧在の NRO

の組織体制・能力はこれらのᴗົをᢸ࠺のに༑分ではないため、組織間、州政府㸫連㑥政

府間、州政府㸫国際機関間の調ᩚᴗົを行࠺のにᚲ要な最低 2 名の人ဨをቑဨすること、

またこれらのᙺを果たすのにᚲ要な予⟬を㓄㈿することがᚲ要で࠶る。 

 

(3) SBS 実施に係る共通のࣔࢽタリングフ࢛ーマットのస成をྵむࣔࢽタリング体制の☜

立 

サバ州政府のྛ関係機関は、後 SBS の実施≧ἣを㐺ษにࣔࢽタリングしていࡃᚲ要が

ためにも、SBSࡃタリングをຠ果的・ຠ⋡的に実施していࢽࣔ。る࠶ 実施に係る共通のࣔ

タリング・報࿌に際しࢽーマットを᪩ᛴにస成し、ྛ関係機関が後の࢛ࣔタリングフࢽ

⏝することがᚲ要で࠶る。 

 

(4) SaBC のプロジェクトでの⨨࡙けのኚ᭦ 

2013 年 6 月 14 日に⥾結された本プロジェクトの R/D では、SaBC は PMC のົ局をᢸ

ことがグ㍕されているが、SBS࠺ の実施体制に係るኚ᭦に伴い、PMC ົ局は NRO がᢸ

ᙜすることにኚ᭦する。代ࢃりに、SaBC は PSC、PMC れの࣓ンバーとなることでࡒれࡑ

正式にỴ定する。 

 

(5) LKSW 管理計画の実施・ࣔࢽタリングに係る支援の᳨ウ 

サバ州東部のᏳᝏ化に伴い、LKSW 管理計画に対するプロジェクトによる支援活動は

環境教育活動に㔜点を⨨ࡃことで関係⪅間の合ពがᅗられた。他の支援活動に関しては、

ラムサール条約登録湿地において 6 年ࡈとに᭦᪂がᚲ要な「ラムサール情報シート（Ramsar 

Information Sheet）」の᭦᪂支援等が⪃࠼られるが、LKSW 管理計画の実施及びࣔࢽタリン

グに関する後のプロジェクトのල体的な支援内容については、PMC ࣓ンバー間での᭦な

る協㆟がᚲ要で࠶る。また、ࡑの協㆟内容を基に、ᨵゞ PDM 案のアウトプット㸯におけ

る活動内容を᭦に修正するᚲ要が࠶る。 

 

㸳－㸱 ᩍカ 

本中間レビュー調査において、௨下の教カをᚓた。 

 

(1) 㐺ษなプロジェクトマネジ࣓ントを行࠺ために PDM をᰂ㌾にኚ᭦するᚲ要性 

本プロジェクトの PDM は中間レビュー調査の๓にもኚ᭦されたが、ኚ᭦内容は活動の

文ゝのᚤ修正のࡳでࡗ࠶た。しかしながら、プロジェクト目標がᗈ⩏なため、プロジェク

トでఱを目ᣦしているのかが関係⪅の間で᫂☜に共有されていなかࡗたり、㐺ษなᣦ標タ

定になࡗていなかࡗたりと、PDM にはᨵၿすࡁ点が多ࡗ࠶ࠎた。プロジェクトを実施す

るഃが目ᣦすࡁ目標を共有し、ࡑの目標にྥかࡗて活動を実施し、目標㐩成にྥけて⌧

在のẁ㝵に࠶るのか等をᐈほ的にᢕᥱするためにもプロジェクトマネジ࣓ントは PDM
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を基に行ࡁ࠺で࠶り、㐺ษにマネジ࣓ントするためにも、基となる PDM に▩┪やᨵၿ

点が࠶れࡤ、実施関係⪅によࡗてᰂ㌾に PDM をኚ᭦していࡃことが⫢要で࠶る。 

 

(2) プロジェクトの๓提条件をྫྷしたୖで開始時期Ỵ定のุ᩿を下すᚲ要性 

本プロジェクトの目的の୍つは、先行案件で࠶る BBEC2 で策定支援を行ࡗた SBS の実

施を支援することで࠶るが、SBS は 2012 年からの実施を計画していたため、2013 年 10 月

のプロジェクト開始๓には正式にᢎㄆされていることがプロジェクトの୍つの๓提条件で

る。しかしながら実際には、開始から࠼たといࡗ࠶ 1 年 2 カ月後の 2014 年 12 月に SBS は

㛶㆟ᢎㄆされており、ࡑれまで SBS の活動が公的に実施されることはなࡃ、プロジェクト

の SBS 実施支援に係る活動がるཎᅉとなࡗた。 

PDM では SBS のᢎㄆは๓提条件ではなࡃアウトプット㐩成における外部条件として

⨨࡙けられているが、本᮶はプロジェクトの๓提条件として、SBS が正式にᢎㄆされてか

らプロジェクトを開始した方がᙜึの目的にྥけて↓㥏なࡃ活動を実施でࡁたと⪃࠼られ

る。このよ࠺に、๓提条件がᥞࢃないࡕ࠺にプロジェクトを開始すると計画していた活動

を実施でࡁないなのᘢᐖが生じるため、プロジェクトの開始๓に࠶らかじめᩚ࠼ておࡃ

開始をᘏ期する等の㑅ᢥ⫥も⪃៖ࡤなけれࢃ๓提条件を༑分にྫྷし、๓提条件がᥞࡁ

したୖで、プロジェクトの開始時期をៅ㔜にỴ定することが㔜要で࠶るとい࠼る。 
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